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第１部 一般・構築
全てのサイトに共通した内容及び注意点



https://badruttspalace.com/summer/

すべての内容を順番に同じページに載せると

お客様が知りたい情報に簡単にアクセス出来ません。

全て読んで全てスクロールしなければならず手間が多い

上部にトップメニューをつけ、

主要な内容ごとでページを

分け、知りたい情報に

すぐにアクセス出来るように

する

※上記が不可の場合、

リンク付きの目次を使う
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１．内容ごとにページ
を分ける



２．言語設定について

• 言語切替ボタンを見つけやすいところに配置

• Google検索で対象となるよう独立した英語ページを作る
※日本語を自動翻訳したページは、英語では検索されませんのでご注意ください。
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https://takasaki.metropolitan.jp/ https://takasaki.metropolitan.jp/en

※各言語のページURLが別々になっていれば問題ない



３．翻訳方法について

品質

高

低

機械翻訳

ネィティブ翻訳

クラウド翻訳

貴社が直接やり取りできるネイティブ翻訳者による翻訳がベスト。

翻訳者が貴社の施設を見学、取材してから翻訳を行うとより正確、
よりPRに効果的な翻訳が期待できる。

※クラウド上で低単価で発注できる翻訳サービス。

クラウド翻訳は、翻訳者がクラウド上で登録されていて、発注毎に担
当翻訳者が異なる。

翻訳の品質も不規則でばらつきがある。発注者の意図と少しずれた
翻訳になる事があるので注意すべきだが、クオリティーは中間。

英語ができる日本人や母国語が英語ではない国の外国人による翻
訳には注意が必要。

ある程度英語ができても、ネイティブ特有の言い回しや自然な表現、
どんなフレーズが一番伝わりやすいかなどが分からない方だと、不
自然な文章や意味の伝わらない文章になる恐れがある。

※ネイティブレベルに近い英語ができる方なら、問題ない場合もあ
るが、その場合でもネイティブチェックを入れた方が安全。

英語になっても意味が全く伝わらないことが多いので、機械翻訳を
避ける。

おすすめ

ネイティブでない

翻訳



４．フォント・色合い・レイアウト
最優先は 読みやすくすること

• フォントサイズ
➢12pt（16px）以上

• フォント
➢Arial、Helvetica、Verdana、

sans-serifなどがおすすめ
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• レイアウトは、できるだけ
シンプルに

• 黒いフォントと白・淡色背
景が一番外国人にとって
見やすい



５．スマホでも見やすい構築をする
• 小さく細長い画面でも見やすくする（※１スマートフォンを参照）

• デザインする時はスマホでも確認（※レスポンシブ確認）

• 外国人はほとんどスマホで見ているので、モバイルファースト仕様を心がける

• レスポンシブウェブデザイン（使用端末の画面サイズに応じて見やすい表示に自動で
切り替える仕組みを持つデザイン）にする
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６．写真について

• 掲載写真について

• 写真は外観のみならず内観や料理の写真など分かり
やすく掲載する

• 魅力的な写真

→食べ物などはプロカメラマンなどを活用し、全体が綺麗に高
画質な写真にする

→体験ならお客様が笑顔で楽しんでいる様子

• 解像度に注意

→解像度が低い画像＝店舗の魅力が伝わらない
→外国人は海外の先端的なプロフェッショナルなWEBサイトを

見るのに慣れている。
日本ではまだ低画質の写真が載っているHPが多く、「このサ

イトは、プロフェッショナルじゃないな」と判断され、訪問意欲を減ら
してしまう場合がある。
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第２部 掲載必須の内容
WEBサイトに掲載しないといけないページや項目



１．トップページ
• どんな体験なのかすぐに分かるような写真

• お客さんが笑顔で楽しでいる様子の写真

• 各体験へのリンクや体験メニュー

• 設備やスペースについて

• 会社の思いや、ガイド・インストラクターなど
の紹介

• ページの構成はシンプルにする
➢情報量が適度に見やすいレイアウト

第２部 掲載必須の内容（体験施設）



２．体験情報
❖体験１つにつき１ページにする（１体験１ページ）

❖体験やオプションが複数ある場合は複数ページを検討

• 具体的な内容
➢ お客様は何を体験できるのか

• 価格・支払い方法

• 所要時間

• 受付時間・提供時間・提供季節など

• 案内可能な言語

• 持参物
➢ レンタル品の貸し出し有無も記載

• 参加条件
➢ 体力レベルなど

• 予約の有無

➢ 予約が必要な場合は電話以外の予約方法を用意（OTA、
メール、SNSメッセージなど）

• 物作り体験の場合は、作ったものを国に配達可能か

• いろいろな体験がある場合はそれぞれリストアップ
➢ メニュー形式または一覧形式でも良い
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３．貴社のストーリーやガイドなどの紹介
•会社概要

•体験教室（味噌づくりなど）では、講師の紹介やプロフィール

•アクティビティでは、ガイドの紹介やプロフィール
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４．アクセス
•公共交通機関でのアクセスを忘れずに記載

• Google Mapsの活用：
➢Webサイト上にリンクを貼り付けておくとことで、現在地からお店までのルー
トを瞬時に見つけることができる。

➢旅ナカで周辺地域にいる外国人の検索にもヒットしやすい。

➢Googleマイビジネスを活用する。

https://www.ain-soph.jp/locations
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５．問い合わせ

• メールなど、文書でやり取りできる連絡方法を掲載

•問い合わせフォームを設置するとメール形式のやり取りで丁寧かつ
円滑なコミュニケーションが可能

• フォーム内容の転送先を貴社の担当者や英語問合せ代行サービス
など複数設定できる。
➢すべての問合せにもれなく対応できる。

第２部 掲載必須の内容（体験施設）


